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日韓学術文化交流事業訪韓団（第 1～2 団）派遣事業の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的・概要】日本全国から選抜された教育関係者等 65 名が、8 月 20 日～26 日まで、今後の日韓間

の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主目的として訪韓しました。一行はソウル特別

市、京畿道城南市・富川市・水原市・坡州市を訪問し、教育現場をはじめとする各種視察、関連講義聴

講、関係者との懇談等を通じて、韓国に対する理解を深めるとともに、日本の魅力やプログラム中の学

び等について SNS 等で発信しました。 
 
【参加者】日本の教育関係者等 合計 65 名 

 
【訪問地】訪韓（ソウル特別市 65 名、京畿道城南市・坡州市 65 名、（第 1 団）京畿道富川市 35 名、

（第 2 団）京畿道水原市 30 名） 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習事）： 
7 月 20 日（土） オリエンテーション（プログラム説明） 

【交流】日韓学術文化交流事業訪日団参加者とのオンライン意見交換会 
 派遣プログラム： 
8 月 20 日（水） 仁川国際空港から入国、オリエンテーション 
8 月 21 日（木） （第１団）【学校訪問・交流】富川東初等学校（模擬授業、給食体験含む） 

（第２団）【学校訪問・交流】水原工業高等学校（模擬授業、給食体験含む） 
歓迎式、【講義聴講】韓国教育部「韓国の教育課程」 

8 月 22 日（金） 【学校訪問・交流】ソウルヘヌリ初中等学校（模擬授業、給食体験含む） 
【交流】ホームステイ対面式 

8 月 23 日（土） ホームステイ、【視察】明洞 
8 月 24 日（日） 【視察】坡州非武装地帯（DMZ）、現代モータースタジオ高陽、南山タワー 
8 月 25 日（月） 【視察】韓国国立中央博物館、【講義・文化体験】「ハングルカリグラフィーへの理解」、 

成果報告会 
8 月 26 日（火） 仁川国際空港から出国 
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２．記録写真 

  
8 月 21 日【学校訪問・交流】富川東初等学校 
（日本の教員による模擬授業の様子） 

8 月 21 日【学校訪問・交流】水原工業高等学校 
（施設見学の様子） 

  
8 月 21 日【講義聴講】韓国教育部「韓国の教育

課程」 
8 月 22 日【学校訪問・交流】ソウルヘヌリ初中

等学校（日本の教員による模擬授業の様子） 

  
8 月 23 日【交流】ホームステイ（本年 6 月実施の

訪日団に参加した韓国の教員との交流の様子） 
8 月 24 日【視察】坡州非武装地帯（DMZ） 
 

  
8 月 25 日【視察】韓国国立中央博物館 
 

8 月 25 日【講義・文化体験】「ハングルカリグラ

フィーへの理解」 
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３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 日本 教員 

学校訪問やホームステイ先の教員との交流等を通じて、韓国の教育現場について実際に体験しながら

知ることができました。日本の教育について考えるきっかけにもなりました。 
 
◆ 日本 教員 

学校訪問時に模擬授業ができたことは、私の教員生活の中でも貴重な経験になりました。国を超えて、

児童たちは色や形の捉え方、考え方を他者と共有する面白さを感じている様子が見られました。 
 
◆ 日本 教員 

ホームステイ体験と韓国の先生方との交流の時間が特に印象に残りました。ニュースで見聞きしてい

たことを実際に体験することで、教育や文化についてよりリアルに学ぶことができました。改めて、様々

な経験を積むことの大切さを実感し、今後は子どもたちにも多様な場に足を運び、学びを深めてほしい

と感じました。また、韓国の先生方と直接お話しできたことは非常に貴重な機会であり、今後も継続的な

交流を続け、個人だけではなく学校同士のつながりにも発展していければと願っています。 
 

◆ 日本 教員 
学校訪問では、実習や授業の見学、生徒との交流、日本の先生による模擬授業、韓国の教員との意見交

換等を通じて、現場の生の声を直接伺うことができ、大変貴重な機会となりました。 
また、ホームステイでは観光では知り得ない韓国の方々の生活に触れることができ、温かいホストファ

ミリーのおもてなしによって、思い出に残るひとときを過ごすことができました。特に、学校訪問では現

場の先生方の声を、ホームステイでは子どもを育てている保護者の声を伺えたことが、今後の教育活動

を考えるうえで大きな学びとなりました。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 富川東初等学校 

日韓国交正常化 60 周年の今年、日本の教員の本校訪問を通じて、日韓両国の教員による教育に対する

理解と関心がより一層高まったと感じています。隣国、日本から本校に教員が訪問するという便りを聞

き、本校の児童たちは 1 か月前から期待に胸を膨らませ、歓迎式や教室環境、授業について、真心を尽く

して準備しました。日本の教員たちが本校のデジタル教授学習施設について、多くの称賛と関心を示し

てくださいましたが、日本にも「GIGA スクール構想」があると聞きました。今後、日本の教員たちと共

に、未来教育やデジタル教授学習に関する持続的な交流を図り、互いにさらなる発展があることを期待

しています。 

 

◆ 水原工業高等学校 
日本から来られた先生方は皆、若く有能な方々でした。普段と変わらない教育現場かもしれませんが、

子どもたちの表情一つ一つを観察し、日常とは異なる工業系高等学校での授業を注意深く見学されてい

ました。実習形式の授業は教室とは異なる雰囲気だったため、様々な質問が交わされました。まさにプロ
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フェッショナルな印象を強く受けました。過去には活発な交流の時代と葛藤の時代がありましたが、今

こそ両国が友好の時代へと進むべき時だと考えます。未来を担う両国の教師たちが一堂に会した経験は

次の世代に伝えられ、「交流」を基盤とする友好の時代に「教員」たちが貢献することを願います。 
 
◆ ソウルヘヌリ初中等学校 

本校の生徒たちは事前に日本の様々な文化について調べたり、簡単な日本語の挨拶等を練習したりし

ながら、日本の先生方を歓迎するために準備しました。訪問当日、日本の先生方は授業を熱心に見学し

たり、生徒たちの活動にも直接参加したりする等、韓国の学校に強い関心を示してくださいました。ま

た、日本の先生方による模擬授業は本当に印象的でした。特に、日本の学校生活について写真と動画で

準備してくださったおかげで、リアルな様子についてうかがい知ることができ、大変興味深かったで

す。本校教員との交流会も本行事に花を添えました。日本と韓国の教育課程、生徒たちの生活や教員の

福祉制度等、様々なテーマについて意見を交換しながら、同じ教員として共感し、熱い対話を交わす時

間を持ちました。海外の先生方と互いの国の教育制度について話した時間はとても新鮮で、興味深い経

験でした。 

 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2025 年 8 月 21 日（Instagram） 
韓国の小学校の給食を体験しました。（中略）食器

や料理から、韓国の方々が何を大切にしているの

かについて感じることができました。配膳は調理

員の方が盛り付けてくださり、主食や主菜、スープ

等、すべてワンプレートでした。給食をテーマに、

日韓両国の食文化を比較する授業を行えたらと思

いました。 

2025 年 8 月 21 日（Instagram） 
高校を訪問し、授業の見学や昼食体験、訪韓団の教

員が数学と体育の模擬授業を行いました。日本の

生徒との違いを感じた瞬間でした。韓国では、制服

や給食費が高校でも無償でした。（中略）学校の設

備が整っており、ハイテクな機械が多数ありまし

た。見学した建築デザインの授業では、就職に直結

する学習ができるように感じました。 
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2025 年 8 月 22 日（Facebook） 
日韓学術文化交流事業訪韓団で韓国に滞在してい

ます。今日はソウルヘヌリ中学校で美術の授業を

実施。伝言ゲームは国を超えて活動できました。韓

国の美術科の事情についても、直接韓国の先生た

ちと意見交換ができました。執筆した本を渡し、ヘ

ヌリ中学校からも美術の評価本をいただいたの

で、翻訳アプリを利用して勉強したいと思います。 

2025 年 8 月 26 日（Facebook） 
日韓学術文化交流事業訪韓団の団員として、韓国

を訪問しました。本プログラムへの参加を通じて、

日韓両国の違いを理解し、互いの良いところを発

見することができました。また、日本全国から参加

した教員の方々と知り合うことができました。こ

の経験は私にとって人生の宝物です。 

 
６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（概要または抜粋を記載する） 

  
【成果の発表】 
・海外の学校を視察したことで、日本の学校の良

さを再認識することができました。ICT とノート

を適材適所で使い分けている、通常の学級に在籍

する特別な教育的支援を必要とする児童に対する

支援が手厚い、ユニバーサルデザインが進んでい

るところが日本の良いところです。 
・言葉が伝わらなかったとしても、コミュニケー

ションを取ろうとする気持ちで通じ合えたことが

楽しかったです。交流の良さを実感しました。 

【成果の発表】 
・学校では「自由度」を感じました。生徒が教科書

として紙を使うのかパソコンを使うのか、制服や

教員の授業の仕方、授業中の飲食等、日本よりも自

由度の高さを感じたことが印象的でした。 

・ホームステイではおもてなしを受けたり、「健

康」に対する意識の高さを感じたりしました。食

後に 2 時間散歩しましたが、健康志向が高く、多

くの人が散歩やランニングをしていました。 

・各種視察では韓国の未来に対する「パッション」
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・児童や保護者との関係、教員間の関係等、日本

と韓国の教員は共通点も多く、共感し合い、理解

し合えた点がよかったです。 
・DMZ を訪問して、朝鮮半島における南北関係

の歴史や今現在の関係性について、肌で感じるこ

とができました。 
 
【アクション・プラン】 
・韓国の学校とのオンライン交流や手紙を介した

交流を通じて、平和の芽を育てることで、日韓友

好の懸け橋になります。 
・自身のホームステイ経験を通じて、児童に対し

て何か新しいことに挑戦することの大切さを伝

え、児童が自国の良さを認識し、自国を大切にす

る気持ちを育めるように教えていきます。 
・全校児童向けに日韓両国の共通点や相違点につ

いて掲示物を作成し、校内に掲示します。 
・学校訪問時に見聞きしたことや感じたことにつ

いて、同僚に共有します。 
・本プログラムの魅力を発信し、広報します。 

を感じました。現代モータースタジオでは未来型

自動車である水素自動車の開発、DMZ の見学では

北朝鮮との統一に向けての強い思い、南山タワー

ではライトの色で市民に環境の状態を知らせ、環

境への意識を高める等、国全体が未来に目を向け

ていると感じました。 

 

【アクション・プラン】 

・訪日団に参加した韓国の教員が勤務する学校

と、本年 10 月と来年 2 月に対面での相互交流を

計画しています。 

・学級通信にて今回の経験を生徒に共有し、多文

化理解を促します。 

・レポートを作成し、教職員へ配布します。 

・探究活動で交流につなげていきたいです。 

・海外に対しての意識の高さに幅があるため、遊

び（ゲーム）を通して多くの生徒に海外について考

える機会をもってもらいたいと思います。 

・オンライン交流から始めて、対面交流までつな

げていきたいです。 

 
実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 
 


